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要旨: 































トが Excel 2010であり，2014年度以降はOSがWindows 8.1, 
表計算ソフトが Excel 2013である．また，ファイルの配布と
回収に使用する授業管理システムは，2013年度が RENANDI
であり，2015 年度以降が CoursePower である．したがって，
Excelの操作性は，2013年度と 2014年度以降は大きく異なっ
ている．また，度数分布表やヒストグラムを作成する際に用






表 1 標準テストのテスト項目 





1-2 3桁区切り 4 








1-7 AVERAGE関数 2 




1-10 ソースデータ範囲 4 
1-11 グラフタイトル 2 
1-12 数値軸ラベル 2 
1-13 項目軸ラベル 2 
1-14 凡例位置 2 
2-1 
問題 2 クロス集計 
ピボットテーブル 4 
2-2 読取り（最大値） 2 
2-3 読取り（最小値） 2 
3-1 
問題 3 ヒストグラム 
度数分布表 4 
3-2 ヒストグラム 4 
4-1 
問題 4 回帰分析 
散布図 4 
4-2 グラフタイトル 2 
4-3 X軸ラベル 2 
4-4 Y軸ラベル 2 
4-5 凡例なし 2 
4-6 X軸最小最大 2 
4-7 Y軸最小最大 2 
4-8 回帰直線 4 
4-9 数式 1 
4-10 R2乗値 1 






5-2 テキストフィルタ 4 
5-3 数値フィルタ 4 
5-4 並べ替え 4 
合計 100 
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表 2 標準テストの受験状況 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
対象者数 619 611 607 
欠席者数 47 73 45 
受験者数 572 538 562 
受験率 0.92 0.88 0.93 
回収失敗数 4 0 5 
回収者数 568 538 557 
 
表 3 普通クラスの受験状況 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
対象者数 575 567 563 
欠席者数 42 51 38 
受験者数 533 516 525 
受験率 0.93 0.91 0.92 
 
表 4 体育クラスの受験状況 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
対象者数 44 44 44 
欠席者数 9 22 7 
受験者数 35 22 37 






ている 70 点をやや下回る 68.6 点であった．図 1 から 2015
年度に平均点が急上昇したことがわかる．また，中央値と上



























表 5 標準テストの成績結果 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
平均点 60.9 62.5 68.6 
標準偏差 22.4 21.5 23.8 
中央値 62.0 62.5 73.0 
上位 25%点 79.0 80.0 91.0 














図 1 平均点の推移 
 
表 6 普通クラスの成績結果 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
平均点 62.1 63.2 70.1 
標準偏差 21.8 21.3 23.4 
中央値 62.0 63.0 74.0 
上位 25%点 80.0 80.0 92.0 
下位 25%点 47.0 48.0 50.0 
 
表 7 体育クラスの成績結果 
 
2013年度 2014年度 2015年度 
平均点 43.1 46.1 47.6 
標準偏差 24.4 18.0 19.0 
中央値 41.0 44.0 43.0 
上位 25%点 62.0 56.0 60.0 













































































IF 関数の正答率が 52.2%であるのは問題である．SUM 関数





































表 8 テスト項目毎の正答率と得点率 
番 問題 学習項目 テスト項目 配点 
正答率 得点率 




罫線描画 4 58.3% 59.9% 59.2% 70.1% 77.0% 76.3% 
1-2 3桁区切り 4 65.8% 69.9% 71.8% 68.8% 79.6% 80.9% 
1-3 小数点以下桁数 2 64.6% 71.0% 68.2% 64.6% 70.8% 68.2% 
1-4 
計算式 
相対参照 4 95.1% 94.8% 95.3% 95.3% 96.0% 96.6% 
1-5 複合参照 4 45.2% 50.0% 52.8% 49.4% 53.5% 56.0% 
1-6 
関数 
SUM関数 4 80.8% 86.4% 87.8% 89.3% 92.3% 92.8% 
1-7 AVERAGE関数 2 74.6% 80.7% 85.1% 80.6% 88.5% 91.0% 
1-8 IF関数 4 43.0% 45.2% 52.2% 44.5% 56.2% 61.5% 
1-9 
グラフ作成 
グラフ種類 2 82.0% 82.5% 82.6% 85.9% 82.3% 82.6% 
1-10 ソースデータ範囲 4 62.5% 51.7% 55.8% 69.7% 71.7% 74.1% 
1-11 グラフタイトル 2 75.5% 71.4% 72.4% 80.2% 78.7% 80.1% 
1-12 数値軸ラベル 2 77.1% 70.3% 73.2% 80.1% 74.2% 77.5% 
1-13 項目軸ラベル 2 81.7% 76.6% 78.5% 82.0% 77.5% 79.8% 
1-14 凡例位置 2 63.9% 80.5% 82.2% 74.3% 80.6% 82.5% 
2-1 
問題 2 クロス集計 
ピボットテーブル 4 57.6% 45.9% 57.3% 63.7% 53.1% 65.7% 
2-2 読取り（最大値） 2 63.0% 63.8% 70.7% 63.0% 63.6% 70.7% 
2-3 読取り（最小値） 2 48.6% 46.1% 60.0% 48.6% 45.9% 60.0% 
3-1 
問題 3 ヒストグラム 
度数分布表 4 50.2% 31.4% 54.8% 50.2% 31.2% 54.8% 
3-2 ヒストグラム 4 47.5% 26.6% 49.7% 49.2% 30.4% 55.5% 
4-1 
問題 4 回帰分析 
散布図 4 75.4% 69.7% 76.7% 77.2% 75.8% 80.2% 
4-2 グラフタイトル 2 67.4% 71.9% 73.6% 71.7% 76.8% 78.4% 
4-3 X軸ラベル 2 71.5% 68.4% 75.0% 72.7% 70.8% 76.8% 
4-4 Y軸ラベル 2 55.6% 69.7% 76.1% 64.3% 71.6% 77.4% 
4-5 凡例なし 2 59.3% 74.3% 75.9% 59.3% 74.2% 75.9% 
4-6 X軸最小最大 2 62.9% 64.1% 69.3% 63.6% 64.7% 69.7% 
4-7 Y軸最小最大 2 64.1% 62.6% 69.1% 64.9% 63.5% 70.1% 
4-8 回帰直線 4 56.7% 56.3% 64.6% 56.7% 56.1% 64.6% 
4-9 数式 1 49.1% 43.9% 56.6% 49.1% 43.9% 56.6% 
4-10 R2乗値 1 49.5% 44.2% 57.6% 49.5% 44.2% 57.6% 





文字列の置換 4 55.5% 62.1% 66.1% 55.5% 62.1% 66.1% 
5-2 テキストフィルタ 4 44.4% 47.6% 55.7% 45.5% 49.3% 57.0% 
5-3 数値フィルタ 4 37.2% 40.0% 45.4% 37.2% 43.4% 49.1% 
5-4 並べ替え 4 28.7% 36.8% 42.4% 29.6% 43.3% 49.6% 
 
表 9 正答率の低いテスト項目 
番 テスト項目 2013年  番 テスト項目 2014年  番 テスト項目 2015年 
4-11 予測値 11.3%  4-11 予測値 21.6%  4-11 予測値 26.2% 
5-4 並べ替え 28.7%  3-2 ヒストグラム 26.6%  5-4 並べ替え 42.4% 
5-3 数値フィルタ 37.2%  3-1 度数分布表 31.4%  5-3 数値フィルタ 45.4% 
1-8 IF関数 43.0%  5-4 並べ替え 36.8%  3-2 ヒストグラム 49.7% 
5-2 テキストフィルタ 44.4%  5-3 数値フィルタ 40.0%  1-8 IF関数 52.2% 
1-5 複合参照 45.2%  4-9 数式 43.9%  1-5 複合参照 52.8% 
3-2 ヒストグラム 47.5%  4-10 R2乗値 44.2%  3-1 度数分布表 54.8% 
2-3 読取り（最小） 48.6%  1-8 IF関数 45.2%  5-2 テキストフィルタ 55.7% 
4-9 数式 49.1%  2-1 ピボットテーブル 45.9%  1-10 ソースデータ範囲 55.8% 
4-10 R2乗値 49.5%  2-3 読取り（最小） 46.1%  4-9 数式 56.6% 
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表 10 正答率の低いテスト項目の 2016年度の目標値 
番 テスト項目 2015年 目標値 
4-11 予測値 26.2% 40% 
5-4 並べ替え 42.4% 60% 
5-3 数値フィルタ 45.4% 55% 
3-2 ヒストグラム 49.7% 70% 
1-8 IF関数 52.2% 70% 
1-5 複合参照 52.8% 60% 
3-1 度数分布表 54.8% 70% 
5-2 テキストフィルタ 55.7% 65% 
1-10 ソースデータ範囲 55.8% 70% 
4-9 数式 56.6% 70% 
 
表 11 正答率の増加率の高いテスト項目 
番 テスト項目 2014年 
4-11 予測値 90.8% 
5-4 並べ替え 28.2% 
1-14 凡例位置 26.0% 
4-5 凡例なし 25.4% 
4-4 Y軸ラベル 25.4% 
 
表 12 正答率の増加率の高いテスト項目 
番 テスト項目 2015年 
3-2 ヒストグラム 87.1% 
3-1 度数分布表 74.3% 
4-10 R2乗値 30.3% 
2-3 読取り（最小） 30.1% 
4-9 数式 28.9% 
 
表 13 正答率の増加率の低いテスト項目 
番 テスト項目 2014年 
3-2 ヒストグラム -44.0% 
3-1 度数分布表 -37.4% 
2-1 ピボットテーブル -20.3% 
1-10 ソースデータ範囲 -17.3% 
4-9 数式 -10.7% 
 
表 14 正答率の増加率の低いテスト項目 
番 テスト項目 2015年 
1-3 小数点以下桁数 -3.9% 
1-1 罫線描画 -1.0% 
1-9 グラフ種類 0.1% 
1-4 相対参照 0.6% 
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